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▲ 北海道支部
　D-project北海道の活動は、若手メンバーとベテランメンバーがあ
うんの呼吸で熱い活動を繰り広げています。夏と冬のセミナー開催は、
毎回100名の参加をいただき北海道内各所のみならず、全国からた
くさんの参加者で大盛況です。今年度は、夏のセミナーのあと、日本
デジタル教科書学会の年次大会もD-project北海道のメンバーが運営
委員となり開催しました。3日間における参加者は延べ300人。
　もちろん基調講演は中川先生にご登壇いただきました。また、夏の
セミナーから「アクティブ・ラーニング」をメインテーマに提案実践・
ワークショップを開催しております。企業の皆様にもたくさん参加し
ていただき、ワークショップなどでご協力をいただいております。今
年は、D-project北海道創設10周年記念セミナー（通算20回目）を
8月8日に開催します。どうぞ、夏の北海道にお越しください。

加藤悦雄（北広島市立双葉小学校）

▲ 金沢支部
　金沢支部では、石川県教育工学研究会との共
催で8回目となる夏の研究会（アクティブラー
ニングとメディア活用を学問する）や年5回の
学習会を実施してきました。8月8日に行われ
た夏の研究会には、初めて企業ブースを設置し、
多くの企業の方にも参加していただきました。
そして、県内外から約140名の参加があり、
過去最高に盛り上がりました。
　もちろん、来年度も再来年度も……10回記
念を目指して、金沢の地から力強い風を巻き起
こしていきます! 北陸新幹線も開業し、エネル
ギーあふれる金沢です。今年度以上に、子ども
も先生もわくわくするような授業を仲間と積み
重ねていきます。教師、学生、管理職、研究者
が集い、互いに学び合い、切磋琢磨しています。

小林祐紀（金沢市立安原小学校）

▲ 関東支部
　今年度のメインの活動は、何と言って
も1月23日（土）に、横浜メディア研
究会とのコラボで企画・運営した研究会
です（於：フェリス女学院大学緑園都市
キャンパス）。「今、改めて教師の役割を
問う! ～子どもの発信力を高める～」を
テーマに、模擬授業、ワークショップ、
実践発表という濃い内容で、約60名の
参加の皆様に満足していただくことがで
きました。
　刺激し合える仲間がいるということ
は、本当に素敵なことですね。今回は、
若手の企画力を生かしてのテーマ設定、
運営でした。若手は、中川先生主催の「関
東教師塾」にも参加し、だんだんと力を
つけてきてくれてきているのが、うれし
いです。来年度の活躍に期待です!

佐藤幸江（金沢星稜大学）

▲ 東海支部
　楽器の街「浜松」にちなみ、音楽を柱に取り組んでいる
D-pro東海です。今年は、11月14日（土）、D-pro東海in
浜松を開催し、参加者は総勢60名となりました。セミナー
の内容は、中川一史会長による基調講演、ポスターセッショ
ン型実践発表、ワークショップ、パネルディスカッション
等中身の濃いセミナーとなりました。今年度は、浜松メン
バーで「学級歌づくり」を実践し、その成果を実践発表で
伝えたり、ワークショップで体験してもらい理解を広めた

りしました。2016年は、11月12日（土）に、D-pro東海浜松セミナーを行います。音楽につい
てまた新たな取組みをしていきたいと思っています。是非、多くの方の参加をお待ちしています。

菊地 寛（浜松市立三ヶ日西小学校）

▲ 茨城支部
　みなさんはじめまして! いよいよD-project茨城支部が動き始めました。生まれたのは、2016年
2月6日。まだまだ産声を上げたばかりです。「ICTに振り回されずに授業を見つめる」という
D-projectの精神を大事にし、茨城県教育工学研究会との共催で毎月学習会を行う予定です。第1回
学習会には、24名の現場教師・指導主事・大学教員・企業人・学生が集いました。これから少しず
つ裾野を広げつつ、しかし拡大だけではなく、芯をもって息長く続けていきます。参加者から「情報
教育を大事にする仲間に出会えてよかった。」「このような研究会を全県に広げていきたい。」等のう
れしい声が寄せられました。来年には公開研究会も開催予定です。ぜひ、全国からも多くの方に来て
頂き、D-project旋風をこの茨城の地からも巻き起こします。ご協力をよろしくお願いいたします。

世話人代表：村野井均、世話人：小林祐紀ともに茨城大学教育学部

▲ 関西支部
　D-project関西支部です。今年の目玉はなんといっても春の公開研究会を京都で開催
すること! D-pro通の方なら、「あれっ、春は東京じゃないの？」と思われたことと思
います。しかし実はD-projectの記念すべき第1回大会の開催は、京都だったのです! 
思い起こせば15年前、京都リサーチパークのキャパ350名という会場がいっぱいになっ
た第1回。その大観衆の前で、京都市立桂坂小学校の5年生がホンモノパンフレット制
作のプレゼンテーションを30分も行った第1回。
　実践発表の多さからすべてのブースを回ることが出来ず、「モッタイナイオバケが出
る!」という名言が飛び出した第1回。東北から0泊3日の高速バスで参加した方もいた
第1回……などなど、今もD-projectで語り継がれる伝説は、その多くが京都発祥のも
のだったのです。さて、今年の京都では、どんな伝説が作られることでしょう？ 春の
京都で、モッタイナイオバケが出ないよう、D-project公開研究会を満喫してください。

山本直樹（京都市立桂徳小学校）

▲ 沖縄支部
　母体となる沖縄県マル
チメディア教育研究会と
共に、沖縄県マルチメ
ディア教育実践研究大会
を中心に、活動を行って
います。11月28日（土）
に第21回実践研究大会
を県立総合教育センター
で実施。関係企業29社の協賛、26社の展示。うるま市立天願
小学校の3年生の生徒を会場に招き、150名近い参加者の中、
社会におけるタブレットを活用した授業を公開。パネルディス
カッションには中川一史先生、佐藤幸江先生、山本朋弘先生、
黒上晴夫先生がご登壇。授業内容に関する討議や実践事例を交
えながらタブレット端末を有効活用した協働的な学びを実現す
るための方策について意見を交流。研究会メンバー、来場者に
とっても学びの多い研究大会となりました。

宮城 渉（沖縄県北谷町立北谷中学校）



SKY株式会社
www.sky-school-ict.net/

「タブレット端末活用セミナー」を4/23（土）・
東京で開催します！「学習指導要領改訂の動向と
アクティブ・ラーニング」をテーマに、タブレッ
ト端末活用や情報教育の在
り方を考えます。皆様のご
参加をお待ちしています！

スズキ教育ソフト株式会社
www.suzukisoft.co.jp/

中川一史先生と共同研究を行っている「伝えるチ
カラプロジェクト」では、新しいiPadアプリの
開発を進めています。アプリの情報は、伝えるチ
カラプロジェクトWebページで公開しています。
新しいアプリにご期待ください。

株式会社ポケモン
www.pokemon.co.jp/

パソコン・タブレットを使いこなし、情報分類ト
レーニングで思考力が向上する「ポケタッチ」。
総務省のクラウド実証事業での利用率も高く、ア
クティブ・ラーニング入門に最適。

株式会社青井黒板製作所
www.aoikokuban.co.jp/

アオイオリジナルのプロジェクター取付金具
「AOI-SPCMシリーズ」を使って、スライドレー
ル式設置やUD黒板への設置等、様々なプロジェ
クター取付方法が可能になります。板書と電子黒
板が一体になった教室
環境を実現します。

泉株式会社
www.izumi-cosmo.co.jp/screen/

「まなボード」はワークシートをはさむ、書き込む、
黒板に貼れる、3拍子揃ったアクティブラーニン
グに最適な超軽量ホワイトボードです。使い方は
簡単。各種ワークシートは泉サ
イトからダウンロードできます。

公益社団法人日本ユネスコ協会連盟
www.unesco.or.jp/

3月22日、カンボジアで新しい寺子屋がオープ
ン。銘板には昨年度の「寺子屋リーフレット制作
プロジェクト」参加校名が記されました。2016
年中も、プロジェクトをより広めるため教員対象
カンボジアスタディツアー
を予定しています。

株式会社ジェイアール四国
コミュニケーションウェア
www.collabonote.com/edu/

協働学習支援ツールの定番「コラボノート」は
“ページ比較機能”と“発表機能”をさらに充実！開
かれた学校づくりに欠かせない学校Webサイト
「ふれあい通信Team Edition」
もラインナップに加え教育の
情報化をお手伝いします。   

公益財団法人理想教育財団
www.riso-ef.or.jp/

当法人は、「はがき新聞」を使った授業の研究と普
及に傾注してまいりました。「考える力」「書く力」
「伝える力」の涵養に大きな効果が認められてい
ます。ICT利用による効果アップを図ってまいり
ます。

パイオニアVC株式会社
http://pioneer.vcube.com/edu/

協創支援する教育プラットフォーム「xSync （バ
イ シンク）」電子黒板とタブレットを連携させる
協働学習支援ツールや遠隔地間の学校等を結ぶ遠
隔授業システムで教育の充実
を支援します。トライアル受
付中、是非ご相談ください。

株式会社ガイアエデュケーション
www.gaia-edu.co.jp/

ICTを活用したアクティブラーニングに適した
ICTファニチャーの製作に力を入れております。
新しく登場したQwalk-J勾玉型のデスクは、最

大で4台まで組み合わせ可能で、用
途に応じて自由自在にレイアウトで
きます。

ダイワボウ情報システム株式会社
www.pc-daiwabo.co.jp/

「あらゆるICT機器、ソフトウェアを取扱う国内
トップディストリビューターです。導入サポート
や教員向け研修なども取り揃え、教育のICT化を
ご支援致します。◦詳しくは当社教育ICT総合サ
イトへ！「DIS　文教」で検
索ください」

株式会社LoiLo 
http://loilo.tv/jp/

授業支援ソフトロイロスクールを無料で半年試せ
ます！　実践案、A4で1枚を作るだけ。loilo@
loilo.tvまでご連絡
ください。

理想科学工業株式会社 
www.riso.co.jp/

オルフィス貸出キャンペーン実施中！　高速フル
カラーインクジェットプリンタ・オルフィスを無
料で1週間お貸出しいたします。研修会や公開授
業など、カラープリントや資料作りが多い時期に
合わせてお声かけくだ
さい。

公益財団法人学習ソフトウェア
情報研究センター 
www.gakujoken.or.jp/

平成28年2月から「学習情報研究」誌を全国ど
こからでもご購入できるようになりました。従来
の東京駅前「丸善」や学情研での
「学習情報研究」誌販売に加え、
インターネット上のネット書店
「アマゾン・コム」から既刊誌を
購入できます。ご活用下さい。

　最近「言
ことだま

霊」という言葉が、よく耳に残る。コトバンクで検索し
てみました。「古代日本で、言葉に宿っていると信じられていた不
思議な力。発した言葉どおりの結果を現す力があるとされた。」
（https://kotobank.jp　2016.2.22取得）よい言葉を発すると良い事
が起こり、不吉な言葉を発すると凶事が起こるという考えです。日
本では、「言霊信仰」と言われ、例えば、忌み言葉として「受験生
のいる家庭で滑る・落ちるを言わない」「結婚式で切れる・壊れる・
分かれるなどを使わない」等、現代でもこのような考え方が残って
いますね。また、多数の国民の運命に関わる重大な国家的決定に
際して、このような「言霊信仰」によって、合理的・理性的な判断

を抑え込んでしまうことになることを指摘する人もいるようです。
　さて、「言霊」の話は、また別の機会においておくとして、私が

「言霊」に反応したのは「言葉の乱れ」が気になっていたからだと気
づきました。言葉が、世に連れて変化してくことを止めることはでき
ないでしょう。けれども、D-proは「映像と言葉」を学習材の1つと
しています。情報や考えを論理的に述べ、分かりやすく伝えるという
面や、円滑なコミュニケーションを支えるという言葉遣いに、大いに
こだわりをもって、これからも実践研究を積んでいきたいと考えます。
D-proからのメッセージのつまった第3号を、ここにお届けいたします。

（2016.3 吉日　編集長　佐藤幸江）
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